
分科会での活動内容 及び 期待される成果
分科会での活動内容

スマートシティビジョンの検討および地域へのスマートシティ普及促進
分科会提案者：内閣府

分科会の
目的

(1)スマートシティの国内外への実装に向けた全体ビジョンの自由な討議
(2)共通リファレンスアーキテクチャの浸透による地域のスマートシティ化の普及促進

解決したい
課題

・国内外におけるスマートシティの将来像および発展ロードマップの検討
・地域のスマートシティ化のさらなる加速

期待される成果

対象
分野

□交通・モビリティ □エネルギー □防災
□インフラ維持管理 □観光・地域活性化
□健康・医療 □環境 □農林水産業
□都市計画・整備 □物流 □セキュリティ・見守り
■その他（スマートシティ全体 ）

活動１スマートシティビジョン検討
参加者の課題感や知見をもとに対話を行い、将来のスマー
トシティ化の方向性および取りうるシナリオを検討する。
活動２地域へのスマートシティ普及促進
SIP(H30補正)アーキテクチャ構築・実証事業（2020年
3月終了）の成果としてのスマートシティの共通リファレンス
アーキテクチャを紹介し、各地域でのスマートシティ化における
活用方法を考える。

活動１：スマートシティの中長期の計画（政策）目標の
検討に参考になるような情報の収集
活動２：スマートシティの共通アーキテクチャの浸透と、地域
のスマートシティ構築における課題整理と実践的手法を共有
⇒参加団体にとっては、今後の事業計画策定の参考に

将来

現在

(1)スマートシティの将来像
（ビジョン）とシナリオの検討

(2)スマートシティ共通リファレンス
アーキテクチャの普及浸透


